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第 1 回湯川秀樹胸像建設 70 年夜須湯川科学セミナー：原子核の虹1 

大阪大学核物理研究センター 

大久保茂男* 

A Yukawa Memorial Yasu Science Seminar, aimed at enhancing the scientific interests of students at 

Yasu Elementary School and Yasu Junior High School, as well as local people in Konan City, Kochi 

Prefecture, Shikoku, Japan, was launched in December 2024 to commemorate the 70th anniversary 

of the unveiling of the bronze statue of Nobel Laureate Prof. Hideki Yukawa at Yasu Elementary 

School in 1954, an event attended by Mr. and Mrs. Yukawa. The first invited lecturer, Shigeo Ohkubo 

from RCNP, Osaka University, and Emeritus Professor of the University of Kochi, gave a seminar on 

the nuclear rainbow, a phenomenon caused by the nuclear force explained by Yukawa’s meson 

theory. 

１． はじめに: 夜須湯川科学セミナー発足 

「第 1 回湯川秀樹胸像建設 70 年夜須湯川科学

セミナー」が、2024 年 12 月 2 日高知県香南市立

夜須中学校で行われた。湯川秀樹先生(1907-1981)

が澄子夫人（のちに湯川スミ、1910-2006)ととも

に 1954 年 3 月 22 日夜須小学校での湯川胸像除幕

式に訪れ(図 1—図 3)、夜須小学校・夜須中学校

の児童・生徒に対して話をされてから 70 年とな

る。湯川秀樹胸像は湯川秀樹先生の中間子論によ

るわが国初のノーベル物理学賞受賞(1949 年)の

偉業を顕彰するとともに、敗戦で国民が食糧難と

精神的飢餓で明日への希望が持てない中で、科学

教育振興で子どもたちに希望を与えようと地元住

民の寄付で建立された。胸像の台座の表には「わ

が子らよ 先生のごとく 偉大になれ 先生の御来臨を 永久に記念して」とある[1]。台座の

裏面には趣意書が記され「児童をして先生の風貌を景仰し其の偉業を感謝し深く科学研究の重要

性を感銘せしめんがため胸像建設を計画する」とある[1]。香南市の夜須町は、占領軍による戦

後の教育の民主化が行われる中で、PTA 活動が活発でした。PTA が中心になって胸像建設の運動

を進めた。この胸像建設の由来、変遷については拙稿[1][2]を参照されたい。 

70 年前の町民の子供たちの科学教育振興への思いを実体化しようと、胸像建立 70 周年を記念

1The 1st Hideki Yukawa Bronze Statue Construction 70th Anniversary Yasu Yukawa Science 

Seminar on  Nuclear Rainbows 

図 1 1９5４年 3 月２２日、夜須小学校で 6 年

生の高橋南海男さんと春樹英子さんが序幕した

湯川胸像除を見つめる湯川秀樹先生[2]。(写真

提供：浜田英子さん) 
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して「夜須湯川科学セミナー」が始められることになり、今回が第 1 回目である。湯川先生の訪

問当時、夜須小学校 6 年生であり、湯川先生の話を直接聞いた清藤禮次郎さんが発起人となり、

関係者の協力を得て「夜須湯川科学セミナー」が開かれることとなった。 

 

２． 講演会「原子核の虹」 

夜須湯川科学セミナーは、夜須中学校(細川健

次校長)、夜須小学校(小林裕美子校長)、夜須町

PTA 連絡協議会(重村朋緒会長)、夜須町まちづく

り協議会(清藤直人会長)によって開催された。

香南市長(浜田豪太)、香南市教育委員会教育長

(三木守)、教育委員会学校教育課長(小松昌司)、

教育委員会生涯教育課長(山崎正博)らも出席し

ていた。市を挙げて、普段第一線の研究の話を

直接聞く機会の少ない子どもたちのために、そ

のような機会を創出し、子どもたちの科学教育

振興を支援する姿勢がうかがえる。また、近隣

地域からの大人も参加しており、香南市民の生

涯学習の場としても開放され、子どもから大人まで市民全体の科学教育を振興しようとする姿勢

が示されている。 

講演は夜須中学校の体育館で、夜須中学校の生徒と夜須小学校の 5・6年生約 100 人を対象に行

われた。講演は体育館の高い舞台演台からではなく、児童・生徒と同じ目線で話せるよう、床と

同じ高さの教壇から行われた。教壇からは生

徒の後方にいたと思われる参観の大人たち

はよく見通せなかった。講演は 6時間目に行

われ、隣接する夜須小学校の 5・6年生が 5

時間目を終え、先生に引率されて体育館に集

まった後、夜須中学校教頭濱田美貴先生の司

会で始まった。前列に座る小学生の中には、

12 月にもかかわらず半袖姿の児童もおり、

その元気の良さに圧倒された。 

私の講演演題は私が長年研究に携わって

きた「原子核の虹」[4]である。第 1 回目で

ある今回の講演では最近の研究成果を子ど

もたちに分かりやすく伝えるとともに、湯川

先生の偉業と湯川先生の人柄・研究姿勢につ

いてもお話してほしいとのことでした。日本ではじめて建てられた湯川胸像の存在[1]および湯川

 

図２ 1９5４年 3 月２２日、夜須小学校で除幕さ

れた湯川胸像を見つめる湯川秀樹先生と澄子夫人

(のちに湯川スミ)[2]。(写真提供：浜田英子さん) 

 

図 3 1９5４年 3月２２日高知県夜須小学校での湯川胸

像除幕式後に学校正面玄関前で撮影された湯川秀樹夫

妻と学校教職員・来賓らとの集合写真．前列中央 湯川

秀樹，澄子(のちの湯川スミ)。参列者の詳細は文献[3]

にある。(写真提供：清藤禮次郎さん) 
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先生が高知訪問を機に核廃絶の決意をしたこ

と[2]を国内外に知らしめたことや京都大学で

湯川先生の教えを受けた者の一人であること、

そして故郷が高知であることから、私が講演を

することになった次第である。小中学生までは

「理科」の授業はあるが、「物理」という科目

はない。そのため、自身の研究を「理科」の枠

内でどう位置付けるかを明確にしないと、講演

の構成を組み立てることができない。研究者向

けの講演とは異なり、自身の研究を小中学生の

目線と言葉で話すのは容易ではない。 

講演では、湯川先生の中間子論を中心とした

偉業と研究姿勢について触れた。湯川先生が後

半生をかける核廃絶の決意[2]が夜須胸像除幕式で訪れた高知でなされたことが新聞[5][6]で報

道されたが、子どもたちやその親世代にとって湯川秀樹という名前やその業績を知る人は少ない。

講演テーマの「原子核の虹」については、子どもたちに身近な太陽によって昼間に見えるニュー

トン虹から、宇宙最小の虹である湯川核力による原子核の虹、巨大な原子核である中性子星から

重力波散乱で予想される宇宙最大の重力波虹まで、科学のロマンを感じてもらえるようにお話し

した。虹は古来、人種・民族・年齢・性別を問わず多くの人々を魅了し、アリストテレス(Aristotle、

紀元前 384-322)、デカルト(R. Descartes、1596-1650)、ニュートン(I. Newton、1642-1726)、

エアリー(G. B. Airy、1801-1892)、日本人で

は愛知敬一(1880-1923)、田中館寅次郎

(1878-1928)など、多くの科学者を研究に駆り

立てた。イギリスの桂冠詩人ワーズワース(W．

Wordsworth 、1770–1850)は詩『虹』2で「空に

虹をみるとき/私の心は躍る。/私の生涯のはじ

めがそうであった。/大人のいまもそうだ。/

老いてもそうでありますように。/でなきゃ死

んだがまし。/子供は大人の父。」と讃えている。

私は講演3のおわりに「湯川先生は自分で考え

ることを大切にし、やるときめたことは、最後

までやり遂げる方でした。教科書に書かれてい

ることをそのまま信じるのではなく、自らの疑

問に対しては深く追求されていました。・・・

                                                   
2『ワーズワース詩集』（前川俊一 訳 彌生書房 1965）p.115。 
3 講演は KUTV テレビニュースで「湯川秀樹銅像建設 70 周年記念講演会」として放映された。 

 

図４ 第 1 回夜須湯川科学セミナー。夜須中学生の左

側は市長ほか教育委員会ほか関係者。夜須小学生は前

列席．後方は参観の大人。(２０２４年 1２月２日夜須

中学校撮影) 

 

図 5 第 1 回夜須湯川科学セミナーの講演風景。講師

の大久保茂男と夜須小学校・中学校の児童・生徒。(2024

年 12 月 2 日夜須中学校撮影) 
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みなさんが学校で習う教科書の1行1行の間にはなん百なん千の科学者の失敗の物語があります。

ひとつの事実を発見するのにたくさんの失敗があります。・・・そういうのにもめげずに、なにか

“信念”“目標”をもって突き詰めていくことがどの世界、どの分野でも大事ではないかと思いま

す・・・・・」と子どもたちへエールを送った。講演後、その少年・少女たちからたくさんの質

問の手が挙がり、6時間目内では終わり切れないほど次々質問が出て、子どもたちの旺盛な好奇

心が伝わってきた。 

 

３． 子どもと大人の講演に対する感想 

後日、生徒から寄せられた感想を読むと、感性

豊かな子どもたちがどのように受け止めてくれた

かがよく分かる。小中学生の講演後の感想文を読

み、充実感と満足感で満たされ、報われた気持ち

になった。講演の草稿作成には苦心する部分もあ

ったが、自身の研究を見つめ直す良い機会ともな

り、講師の筆者が学ばせていただいた授業だった

と実感した。その中のいくつかを紹介する。 

⓵「私は、大久保茂男さんの話を聞いて、原子核

や虹、湯川秀樹さんはどのような人だったのかな

どについて学ぶことができました。湯川秀樹さん

は、戦争で食べるものもなくどん底にあった国民

に勇気と希望を与えたり、強い力(原子核をまとめ

ている力)について研究していて、凄い人だなと感

じました。大久保茂男さんが湯川秀樹さんを尊敬している理由は、『教科書に書かれていないこと

を自分で調べて研究していた』というお話を聞いて、私も研究に限らず『自分で調べる』ことを

大切にしたいと思いました。」 

②「1 番印象に残ったのかなと思っているのが、湯川先生を追いかけ続けているということです。

湯川先生はすごいということしか知らなかったけれど、ノーベル賞を受賞したり、アメリカで研

究しているということを知り、とても偉大な人なんだなと思いました。特にびっくりしたのは、

力の 4 つの部分で、ヨーロッパ人ばかりが発見していた中で、1 人だけ日本人がいたので、すご

いなと思いました。また、虹についても説明してくれて、こういう世界もあるんだなと思いまし

た。今日は、本当にありがとうございました。」 

③「湯川秀樹さんは 1 月 23 日うまれで、日本ではじめてノーベル賞をとった人で、4 つの力の

強い力をみつけたすごい人だと分かった。その人の銅像が夜須がはじめてということや、あるこ

とも知らなかったから知れてよかった。像がたてられたときの夜須の子どもたちが何かに探究し

てほしいという思いを受けついで、自分も勉強とか好きなこととかをみつけて湯川秀樹さんや大

久保さんのように何かを探究してみたいと思った。」 

 

図６ 第 1 回夜須湯川科学セミナーのあと夜須

小学校の湯川胸像を清掃する 5 年生ら。(2024

年 12 月 2 日筆者撮影) 
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④「大久保さんの講演を聞いて、虹には 2

つの種類があることがわかった。虹をあま

り深く考えたことがなく気にせずにいた

けど、色にも反射や屈折の角度が決まって

いて、こんど虹が出たらじっくり見ていき

たいと思う。ニュートン虹と湯川虹は力が

違っていて、発見した湯川秀樹さんはすご

いと思った。湯川秀樹さんの胸像が初めて

建てられたのが、夜須小学校というのがす

ごく興味深くて、今まで 6 年間素通りし

てきた湯川像が、講演を聞いて偉大なもの

に思えてきた。研究を続けていくと、まだ

知られていないことを発見することがで

きると分かった。」 

⑤「虹には、ふつうの虹と、原子核の虹があることが分かり、霧の白虹もあるということが分か

りました。下に地面がない場合、(飛行機に乗っているときなど)虹は 360 度見えるということを

学びました。むずかしくてよく分からないところも多かったけれど、反射が虹には使われている

ことや、ミー散乱ということや、素りゅうし、巨大な原子核などもあって、小さいけれど自分た

ちが生きていくには、なくてはならない存在なのだということを感じました。私は勉強が好きで

はないし、理科もあまり得意ではないけれど、少し興味がわいたので、興味があるうちに、理科

を勉強して、今日の講演の内容を理解できるようになれたらいいなと思いました。」 

⑥「今回の講演では、何事も失敗を恐れず、諦めてはいけないということを学びました。今では

有名な湯川秀樹さんも、何度も失敗をして研究を続けていたと知り、失敗は悪いことではないん

だ、と感じました。小学校の自由研究以来、虹について何も調べていませんでしたが、今回の講

演で調べれていなかった知らない部分を沢山知れました。夜も虹が見えるというのは今回初めて

知れて、もっと調べたいなと思いました。湯川さんは原子核の研究だけでなく、核兵器を日本か

らなくすために手伝いをした、と聞いてとてもかっこいいなと感じました。」 

⑦ 「初めて経験のない話を聞けることができて、本当に嬉しかったです。特に、ノーベル賞を

受賞(日本で初めての)した上で次の世代の人達に『勇気と希望』をあたえた姿がとてもかっこよ

かったです。また、元夜須小学校の生徒だった私は『湯川秀樹』さんの銅像を見て、『どんな人生

を過ごした人なんだろう？』と日々、考えていました。それが今回の講演会で世界に知られた、

最高の方なんだと実感することができました。原子の小さい物は、一体どんなのがあるかを学び、

努力した研究の成果が今でも残っているという学びを得ました！！ お忙しい中、私達にたくさ

んの言葉や思いを発表して下さりありがとうございました。深く知れてよかったです。」 

 子どもたちはそれぞれ豊かな感性を持っている。この小中学生向けの講演は、地域の大人にも

開放されていた。講演会後まもなく、聴講者の一人(77 歳)が『湯川博士と夜須の子どもたち』と

 
図７ 第 1回夜須湯川科学セミナーのあと 5年生の清掃

できれいになった湯川胸像をみる講演参加の地域の

人々。胸像左は細川健次夜須中学校長、右は講師の大久

保茂男。(2024 年 12 月 2日夜須中学校撮影) 
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題した投書[7]を新聞に寄せた。この投書から

は、大人が子どもたちのための夜須湯川科学

セミナーをどのように受け止めたか、その一

端を知ることができよう。優しい慈愛に満ち

た文面は、かつて学校の先生(元安芸市立川北

小学校校長)をされていた方と聞く。 

⓼「香南市立夜須小学校の校庭には、湯川

秀樹博士の胸像があります。この像は今年で

設立 70 周年になるそうで、博士の像では日本

で一番早く設立されたもので、除幕式にはご

夫妻一緒で出席くださったそうです。/像の制作は夜須小 PTA の方や地域の方が発案。子供たち

に大きな夢や希望をもって精進してもらいたく、(略)日本人初のノーベル賞受賞者の湯川博士が

いいということになったそうです。/敗戦後のみじめな時期に希望の光となった博士の存在は子供

の向学心を高めるためにもぴったりだったことでしょう。その博士に思いをはせ、第 1 回湯川秀

樹胸像建設 70 周年夜須科学セミナーが夜須中学校で行われることを『声ひろば』で知った私は、

その日を楽しみに参加しました。/セミナーでは博士の教え子に当たる南国市出身4の大阪大学核

物理研究センター、大久保茂男先生が『原子核の虹』というテーマで講演。湯川博士のことも、

研究で一番大事なことも、お話しされました。講演後、子供たちから熱心な質問もありました。 

子供たちはこの講演で今まで以上に湯川博士を身近に感じ、大きな刺激を受けたことでしょう。

(後略)」 

４． おわりに 

最近は高校への出前授業が盛んであるが、小中学生への出前授業はあまり耳にしない。今回の

講演の草稿準備では、小中学生にどのように話せば理解してもらえるか苦心したが、高校生のよ

うに講演をきっかけに進路を決定するといった目に見える効果は期待しづらいかもしれない。し

かし、1954 年に湯川先生の話を聞いた夜須小学校の 6 年生の中には、その影響を受け、土佐高

校から京都大学理学部物理学科へと進み、湯川先生の講義を受けた者もいる[2]。また、胸像の

除幕式に参加した 6年生の児童も、後に大学(県立高知女子大学、現高知県立大学)に進学してい

る。当時、女性が大学に進学することは、現在ほど一般的ではなかった。筆者は当時、香南市の

西隣にある南国市の小学 1年生(十市小学校)であり、湯川先生の講演を直接聞く機会はなかった

が、高知市内の中学校で理科教師をしていた父が、児童向けの湯川先生の講演会に生徒を参加さ

4 講演で私は、夜須小学校(香南市)の西隣の南国市の十市 (『土佐日記』で紀貫之が正月を過ごした大湊とも

比定(吉村晴峰：「大湊考証」土佐國群書類從 第 8 巻)され、延喜式記載の石土神社があり、古来和歌に詠まれた

歌枕でもある)の父の生誕地・阿戸で幼少期を過ごしたことに触れた．十市小学校に入学し 4 年生の中頃まで過ご

したので、「南国市出身」であることを誇らしく思っているが、出生地は母の故郷の高知市である。十市小学校，

高知市立小高坂小学校、高知市立城北中学校、高知学芸高校を経て、京都大学理学部・大学院物理学第二専攻原

子核理論)。

図 8 第 1回夜須湯川科学セミナーの講演会の行われた

夜須中学校。(2024 年 12 月 2日宇田英一さん撮影) 
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せるなど、間接的に関わっていたと思われる。その影響もあり、筆者も湯川先生にあこがれて京

都大学理学部物理学科へと進んだようだ。他にも影響を受けた小学生がいるかもしれないが、こ

れらの事例は小学生であっても影響を受けることを示している。 

湯川先生も若い頃から、学校での子どもたちへの科学教育に携わっている。湯川先生は、1954

年の夜須小学校での「お話」よりもずっと前の 1938 年秋、31 歳で大阪大学理学部助教授の時に、

徳島中学校(徳島城南高校の前身)で講演し、中間子論にも言及している[8][9]。1935 年に中間

子論を論文発表[10]して、その後 1937 年に第 2論文[11]が書かれるが、1938 年は第 3論文[12]、

第 4 論文[13]が発表された年である。中間子論建設の研究上、最もアクティブで脂ののった時期

での 1938 年徳島中学校への初めての出前授業である。1954 年の高知訪問時にも 3月 23 日高知

市中央公民館で学童(小中学生)向けに講演を行っている[1]。 

夜須小学校では毎年、5年生が湯川胸像を清掃する活動を行っている。講演後、私は夜須中学

校の細川健次校長と、元気な子どもたちの清掃作業と笑顔を見守り、2 首詠んだ[14]。 

 

校庭の胸像みがく子どもらに笑顔あふるる未来のひかり 

 

２度と会ふことなきものと別れたる恩師の像に再会したり 

講演を終えた私は、紀貫之がかつて眺めたであろう夜須町の美しい夕日の浜辺を散策し、両親

に連れられて土佐電鉄の電車でこの浜辺に海水浴に来た遠い幼少の頃を懐かしく思い出し、夜須

小中学生の健やかな成長を願いながら、帰路についた。 
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